








































































































































































































































「同性婚」で 1 件、「LGBT」で 1 件の合計 5 件の科目で
シラバスへの記載が確認できた。科目群の内訳は、全学
共通の教養科目が 2 件、学科専門科目が 3 件であった。
教職関連科目では、1 件も該当しなかった。
学校教育の現場において性的マイノリティの児童生徒
の理解と配慮が求められている中で、正しい知識を身に
つける機会が十分に確保されていないことは課題であ
る。特に教員養成課程においては、現場のニーズに応え
るためにもきちんとシラバスに位置づけていくことが必
要だと考える。例えば、教育相談や特別支援教育に関す
る科目の中で、扱うことが可能ではないだろうか。
6	 おわりに
性的マイノリティについて正しい知識を身につけるこ
とは、個別の配慮をする上で必要なことだと考える。し
かし表面的な知識だけでは不十分であり、今後は理解の
あり方についても深く検討していく必要性があると考 
える。
2017年の夏、ゼミの学生たちと性の多様性に関する
研修会に参加した。小学校から大学まで様々な教育機関
で、性の多様性をテーマとした教育実践をされている先
生方からの報告を聞いた後、参加者間での意見交換を通
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して考えたことがある。ある参加者は、LGBTというカ
テゴリーには含まれない人の存在にもっと目を向ける必
要を述べていた。例えば、異性愛者に対して、同性愛者
の理解を求めるだけでは不十分であると言う。愛するこ
とを前提としている限り、無性愛者の存在は無視されて
いるも同然である。性的マイノリティの中にもさらにマ
イノリティが存在してしまうという実態に、問題の複雑
さを実感した。まだ理解や配慮をする上で、見過ごされ
ている視点があるかもしれない。また別の参加者は、性
的マイノリティの人々がみんな悩み、助けを求めている
弱者であるかのような捉え方に対して違和感を述べてい
た。中には自分に誇りを持ち、堂々と生きている人もい
る。困っている、悩んでいる弱者という偏ったイメージ
は、新たな偏見や差別につながる危険性を伴う。
大切なことは、性的マイノリティに限った話ではない
が、一人ひとり異なる存在であり、多様であることを認
識し、尊重していくことだと考える。その中で性的マ
イノリティ理解のあり方が見えてくるのではないだろ 
うか。
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